
感染症発生時対応ブラインド訓練を実施しました！

川崎市で初めて宮前区を中心にブラインド訓練（疾患名も含め患者想定は、模擬患

者役以外には明らかにしない）を実施しました！ 

聖マリアンナ医科大学病院・宮前区役所保健福祉センター・健康安全研究所・健

康福祉局保健所が連携し、訓練が実現しました。

 日 時：平成２８年１２月７日（水） 午前８時４５分から午後２時まで 

 場 所：聖マリアンナ医科大学病院 （川崎市宮前区菅生２－１６－１） 

 参加者：聖マリアンナ医科大学病院・宮前区役所保健福祉センター・健康安全研究所・健康福祉局保健所 

【訓練内容】今回の訓練は、模擬患者役以外の関係者には一切シナリオが明らかにされていないブラインド

訓練でした。患者発生の探知から患者への適切な医療の提供及びそのまん延の防止まで一連の流れの中

で、参加機関がそれぞれの役割を確認することで、更なる連携強化と感染症対策に係る職員の知識・技

術及び危機管理意識の向上を目指しました。また、訓練の実施後においては、課題等の抽出及び検証を

行って、健康危機管理体制の強化を図ります。 

【問合せ先】

川崎市健康福祉局保健所感染症対策課    小 泉    電話：０４４（２００）２４４６

聖マリアンナ医科大学病院 感染制御部   竹 村    電話：０４４（９７７）８１１１
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宮前区において 

訓練の結果：模擬患者は、ラクダ及び鳥との接触がある海外からの帰国者でした。呼吸器症状を伴い、

ＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）や鳥インフルエンザも疑われ、 感染症指定医療機関への搬送を要請する

までの訓練が行われました。患者の病状が刻々と変化するため、現実に即したリアルな訓練となり、情報

収集及び共有の迅速性と正確性が急務であるという課題が浮き彫りになりました。また、今回の訓練につ

いては、今月２７日に参加関係機関で課題共有会議を開催する予定です。 


